
 

 

 

  

人工言語学研究会著 2012年3月4日初版 

語法論 
人工言語の見えない心臓 

Copyright(C) 2012 人工言語学研究会. All rights reserved. 



 1 / 16 

 

●エスペラントと語法  

 

 人工言語にとって最も見逃されやすく重要なのは、語法である。   

 

 エスペラントは西洋語の語法を踏襲した。   

 東洋人のエスペランティストはおしなべて西洋語に精通した識者である。よって西洋語

の語法に合わせるか母語の語法に合わせてエスペラントを使う。   

 

 芸術言語は文化を構築し、国際補助語は文化を漂白する傾向にある。   

 文化については構築しようが漂白しようが一向に構わない。文化制作から逃げようと思

えばいくらでも逃げられる。むしろ国際補助語については漂白、すなわち捨象すべきとす

らいえる。  

 だが語法はそうはいかない。いずれの場合でも、オリジナルの語法制作を放棄するわけ

にはいかない。   

 アプリオリであろうとアポステリオリであろうと、オリジナルの語法を持たねば、異な

る母語話者間で意思疎通を正確にすることはできない。   

 

 エスペラントはこの問題に対処しなかった。西洋人と西洋に傾倒した東洋人によって培

われてきたためである。   

 現在エスペラントの語法は事実上漠然とした印欧語族の言語群の語法の踏襲であり、無

意識に形成されたアポステリオリな語法である。   

 ザメンホフがしっかりと語法を設定しなかったことが、エスペラントの欠点である。   

 

 2012年現在においてでさえ、アメリカの人工言語関連の掲示板に顔を出すと、東洋人が

来るのは珍しいと物珍しがられる始末である。ネットが普及しても西洋と東洋の文化的な

隔たりは大きい。  

 ということは100年以上前に作られたエスペラントが西洋と東洋の語法を合わせて検討

しなかったのは仕方ないといえる。というか時代的に考えて、そもそもザメンホフには無

理である。  
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●アルカと語法  

 

 一方、アルカは西洋から東洋まで幅広い母語話者によって構築されたため、早くから語

法の問題に直面していた。  

 20世紀後半において西洋と東洋が接触すると、大抵は東洋人が西洋人に擦り寄るのが現

実だった。  

 西洋のほうがおしなべて経済力も軍事力も科学力もあり、東洋は西洋に対する憧れを少

なからず持っていたので、仕方がないことであった。  

 当時の日本からアメリカへ留学する率とその逆の率を比べても、そういうことはすぐ分

かる。  

 

 そんなご時世にもかかわらず、アルカは1991年という早い段階から西洋主導のやり方に

侵されていなかった。  

 最も原始的なアルカは花言葉を使ったアプリオリの暗号であり、次に原始的なアルカは

これもまたアプリオリな暗号であった。  

 後の1991年にできたアルカは日本語とフィンランド語のピジンからできた言語であっ

た。どちらも印欧語族でない点で、最初からやや特殊であった。  

 その後、西洋人が中心ではあるものの、母語の異なるメンバーが流入した。確かに西洋

人の割合は多かったが、その集団の代表格の一人であった私が日本人だったため、日本語

圏の力が強かった。  

 つまりアルカは西洋語、とりわけ印欧語族の語法に浸食されなかったということである。  

 

●語法問題：問題に気付いた言語屋と気付かなかった言語屋  

 

 さて、90年代なかばになってメンバーが急増すると、語法が問題となった。  

 なにせ様々な母語を使う話者の集まりなので、同じアルカを使って話したところで、語

法の食い違いのせいで意図が正確に通じないのである。  

 

 例えば「公園」はある言語話者にとっては「広い」ものだし、ある言語話者にとっては

「大きい」ものである。  
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 同じく「川」はある言語話者にとっては「幅広い」ものだし、ある言語話者にとっては

「大きい」ものである。  

 エスペラントでは英仏の largeや英語のvastを参考に、「広い公園」を larĝa parkoやvasta 

parkoなどと言う（vasta parkoのほうが一般的）。そのまま印欧語族の語法を踏襲している。  

 

 英語にもフランス語にも日本語の「広い」にぴったり当てはまる単語は存在しない。そ

してエスペラントはやはり西洋語の一種だけあって、日本語の「広い」にぴったり当ては

まる単語を持たない。  

 もし日本人がエスペラントを使うなら、結局は西洋語圏の語法感に合わせるか、日本語

式の発想の誤ったコロケーションを使うしかない。  

 これは国際補助語としてはゆゆしき問題である。なにせユーザー間で語法が統一できて

いないのだから、意思疎通が正確にできないのは火を見るより明らかである。  

 

 国際補助語としては語法が特定の自然言語に依存しているのはよろしくない。ユーザー

にとって不公平感があるからである。芸術言語ならまだ良いが、国際補助語では致命的で

ある。  

 にもかかわらず、この語法問題があまり注目されていないのはなぜか。それは異なる母

語話者が対等な立場で特定の人工言語を使用した実績がないためである。  

 簡単にいえば、言語を作るだけ作って使用実験をきちんと色んな外国人との間で何年に

もわたって行なってこなかったから、語法問題の存在そのものに気付かなかったのである。  

 

 エスペラントの場合、西洋人は西洋語の語法を、東洋人は西洋語が既にできる識者が多

いので西洋語の語法を使用する。西洋人と東洋人のユーザーの関係が対等なものになって

いない。  

 結局東洋人が西洋人に合わせているというのが実情である。それもそのはず、2012年に

なってもアメリカの人工言語の掲示板で日本人が珍しがられるのが人工言語界の実情なの

だから。  
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 思うに、2012年現在、地球上で異なる多数の母語話者が西洋偏重の語法なしに人工言語

を使用した例は、アルカしかないのではないだろうか。  

 なぜそう思うかというと、あらゆる人工言語が語法についてあまりにも考察をしていな

いためである。  

 

 以前日本人の人工言語に関する知識があまりに貧弱なため、義憤でかつての新生人工言

語論を作ったときと似たような気持ちがある。  

 ざっくばらんに言うと、「お前ら語法なめすぎ。絶対その言語使ってないだろ。外人ども

と使い合ってりゃ、絶対語法に目が行くはずなんだよ」という思いで満ち満ちている。  

 正直、本稿のタイトルを「語法論」ではなく「語法なめんな」にしたかったくらい、憤

りがある。  

 

 アルカの場合、90年代中頃には既に語法が大きな問題となっていた。  

 ユーザーによってコロケーションが全然異なることなど日常茶飯事で、相手の言ってい

ることを理解するのが難しかった。  

 

 我々日本人は「最後の日曜日」と言われると人生最後の日曜のことかと勘違いするが、

これは単なる last Sundayの直訳である。  

 lastは最後という意味だが、最後なので「直近の」という意味もあり、先週のという意

味に繋がる。  

 相手が「先週の日曜日」という意味で喋ってきても、それを我々は「最後の日曜日」と

受け取る場合がある。その場合、相手の意図を理解できるかどうかは怪しい。  

 

 アルカではこのような問題がたびたび起こった。もううんざりするほど起こった。正直

当時の会話は実際には数割程度しかきちんと通じていなかったのではないだろうか。  

 アルカをメインでやっている人間が日本人の少年とフィンランド育ちの少女であり、サ

ブでやっている人間が大半西洋人だったため、西洋語の語法が優勢になることがなかった。  

 優勢な語法が存在しなかったため、かえって共通の語法がなく、それゆえ語法が互いに

通じないという問題が起こったのである。  
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 パワーバランスに偏重があるエスペラントではこの問題が起こらず、逆にそれゆえに語

法問題は捨て置かれたのである。  

 だが考えてみてほしい。国際補助語ならなおさら特定の言語の語法に依存してはならな

いのである。  

 芸術言語であるアルカが国際補助語よりも語法についてしっかり考察してあり、よほど

国際補助語然としているのは、皮肉にも面白い現象といえよう。  

 

●語法問題の具体例  

 

 我々がアルカを運用していて語法の一致を見ないせいで意思疎通に苦しんだ例は枚挙に

いとまがない。そのうちの一部を具体例として挙げる。  

 これらのコロケーションに関してあなたの言語がどう処理するか、またいかにエスペラ

ントが考えなしに西洋偏重の語法を選択しているか、考えてみてほしい。  

 

 ページをめくるの「めくる」は何というか。では逆にページを戻す場合は何というか。  

 アルカでは、ページをめくるのは紙を裏返す動作だから、ページを裏返すと表現する。

逆にページを戻るにはページを表返すというような表現をする。「紙を裏返す」という物理

的な動作をそのままコロケーションに用いるため、「めくる」に比べてどの国出身の人間に

も理解されやすい。  

 

 傘を差すの「差す」は何というか。アルカでは「開く」ないし「機能を発揮する」とい

う動詞を使う。物理的な動作に即しているので万人に理解されやすい。 

 日本語では傘は「差す」ものだが、中国語では「打」するものである。一方、英語では

openするもので、フランス語ではouvrirするものであるから、どちらも「開く」ものであ

る。ではエスペラントはというと、やはりというか予想通り西洋語の語法をそのまま踏襲

してmalfermiすなわち「開く」ものである。決して「打」だの「差す」だのという表現は

用いない。 

 他方、会議を開くの「開く」は何というか。アルカでは「催しを行う」という動詞を使

う。これは「機能を発揮する」と同じ語形の動詞であり、汎用性が高い。 
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 トイレを借りるというが、トイレは借りるものなのか。いや、使うものである。返しも

しないし持って帰りもしないので、この借りるは借りるの本来的な語義ではない。よって

アルカでは「使う」と表現する。  

 

 大きな数は「大きい」のか。高カロリーは「高い」のか。大きな質量は「大きい」のか。

風は「強い」のか。水の流れは「激しい」のか。  

 これらの表現に使われる形容詞は言語ごとに面白いほど食い違い、混乱の種となる。  

 これらに関して、アルカではいずれも「程度が甚大である」という汎用性の高い形容詞

を用いて表現できる。  

 この形容詞のおかげで「大きい」や「高い」の比喩語義を宛てがわずに済み、万人にと

って理解されやすい。  

 

 なお、語法はコロケーションだけの問題ではない。 

 「唇」はどこからどこまでの範囲を指すのか。英語の lipは日本語の唇より範囲が広い。

あなたの言語ではどうなっているのか。 

 「水」は「お湯」と区別されるのか。英語や韓国語では水とお湯は単語レベルで区別さ

れないが、日本語では単語レベルで区別される。 

 「書く」はどこからどこまでの範囲を指すのか。文字なら書くだろうが、絵なら描くで

はないか。絵でも書くという言語はあるのか。また絵文字なら書くなのか描くなのか。ど

こまでが書くの範囲なのか。そういうことも決めねばならない。 

 

 語法というのは単語の使い方であるが、具体的にはその単語の意味の範囲と、その単語

が別の単語とどう組み合わさるのかという組み合わせの問題に大別することができる。 

 人工言語の制作者はこの2点について語法を設定していかなければならない。 

 

 どうだろう。あなたはきちんとこれらの問題について考えてきただろうか。一人で机上

の空論で言語を作っているだけではぶち当たりにくい問題である。 

 仮にその言語を実用したとしていても、日本人同士ないしアメリカ人同士などで用いて

いたら、共通の語法がある間柄なので、なかなかこの語法問題には気付きにくい。 
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 アルカのように複数の異なる母語話者の間で長年使用してこそ気付く問題なのである。

もちろん、本稿を読んだ読者はこの限りではない。そのような実験をすることなしに、こ

の問題に気付くことができる。 

 

・語法と文化 

 

 なお、「虹」は何色かというような問題は、語法半分文化半分といった問題である。語法

の一種ではあるが、文化寄りの記述であることは否めない。 

 

 語法記述と文化記述はしばしば弁別しづらい。それだけに文化を漂白し、語法だけをオ

リジナルで作るのはあまり現実的ではない。少なくとも不自然である。 

 それゆえ私は文化を漂白すべき国際補助語において自然言語並みの作り込みができると

は思っていない。 

 

 まず、文化を漂白するという行為自体がそもそも言語からして不自然な行為である。 

 その上、文化記述の一部が語法記述の一部と重複し、かつ語法記述に関しては捨象する

ことができない事実を考えると、自然言語並みに作り込まれた国際補助語制作というのは

現実的ではない。 

 

 言い換えれば、国際補助語では自然言語並みの作り込みを持った本格的な人工言語を作

るのは不可能ではないかと私は考えている。 

 

●最大公約数的語義による語法の漂白  

 

 人工言語が語法において取るべき措置とはどのようなものか。  

 

 まず、アプリオリでもアポステリオリでもいいから、オリジナルの語法を設定すること。  

 エスペラントは成り行き任せで西洋語圏の語法を獲得したが、それは設定してそうなっ

たのではなく、自然とそうなっただけである。  
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 語法についてきちんと作者が考察しなかった時点で言語制作としては不十分である。「ま

ぁ言語学専攻でもない眼科医だからそんなもんだろう」と私は思っているが。  

 

 アルカは共通な語法がなかったので、必然的にオリジナルの語法を設定することになっ

た。90年代中頃のことである。  

 最初は言語学の知識をメンバーが持っていなかったため、アポステリオリの語法であっ

た。  

 しかしアルカの目指す方向性が異世界の芸術言語という設定に変化していくうちに、ア

プリオリで語法を持たせることになっていった。  

 

 次に、アプリオリでもアポステリオリでも、語法を漂白するか否か決めねばならない。

語法の漂白は最大公約数の語義を得ることで実現できる。  

 例えば日本語では「広い」は面積に使うが、「広い手」とは言わず「大きな手」という。

「広い」は単純に面積の甚大さを指す言葉ではない。場所性の有無など、いろいろな要因

が絡まっている。また、「心が広い」などのメタファー語義もある。  

 一方、英語の largeには「大きい」や「広い」の意味があり、フランス語の largeには「幅

広い」などの意味がある。  

 これらの言語の単語に共通する語義は「面積の甚大さ」であり、その語義が「広い」や

largeの最大公約数である。  

 

 複数の異なる母語話者で言語を使用する場合、最大公約数の語義を使用すると、誤解な

く意思疎通できる。  

 我々は90年代中頃の混乱を経験し、最大公約数の語義を得ることで、ユーザー間で異な

る語法を漂白して統一することができると知った。知識ではなく体得、環境への適応とい

ってもよかった。  

 こうして現在でもアルカで「広い」を意味するhanは原則として「面積の甚大さ」しか

表さない。  

 従って手は「大きい」ものでなく「広い」ものであり、公園も「広い」ものであり、机

も、そして場所性のない紙すらも「広い」ものである。  
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 日本語は「広い公園」とは言えるが「広い紙」とは言わない。これは「広い」に場所性

が関与しているからである。  

 アルカのhanは「面積の甚大さ」しか示さない――最大公約数的な語義しか持たない――

ので、「広い紙」といえるのである。  

 最大公約数的な語義であるから万人にとって扱いやすい。迷わずコロケーションを選択

することができる。  

 

 この特徴は本来国際補助語のエスペラントが持つべきものである。にもかかわらず芸術

言語のアルカが持っているのは皮肉であろう。本質的にはアルカのほうが国際補助語に向

いているのだ。  

 それはそうであろう。アルカの語法はエスペラントと違って多民族の青少年たちが泥臭

く青臭い人体実験の果てに構築したものなのだから。  

 西洋語偏重であったエスペラントに比べ、アルカは早くから語法の重要性に着目してい

た。西洋語に偏重しない環境では互いに語法やコロケーションが通じないことを肌で知っ

ていたからである。  

 なお、もし私が国際補助語を作るなら、語彙はアポステリオリにし、語法は最大公約数

を得るようにするだろう。  

 

●芸術言語としての語法と語義の拡張  

 

 アルカは芸術言語なのにもかかわらず、むしろ国際補助語が持つべき漂白された語法、

すなわち万人にとって扱いやすい語法を持っている。  

 これは90年代のアルカが芸術言語でなく符牒言語、広義の国際補助語であったためであ

る。  

 

 しかし2012年現在は芸術言語なので、漂白された語法だけでは文芸的に物足りない。  

 そこであえてメタファーなど人間の認知能力を用いた比喩的な語義を単語に与え、語法

を漂白させない方向に傾けている。  

 

 例えば「語彙」は日本語では「大きい」ものだが、アルカでは「高い」ものである。  
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 これは語彙というものを単語という煉瓦の集積で積み上げた塔と見なしているためであ

る。  

 このような比喩的な語義を「高い」という単語に与えることで、脱漂白化し、芸術言語

としての価値を高めている。  

 

 このような措置ができるのは、90年代から00年代前半に起こった語法の漂白により、

メンバーがアルカ独特の語法を肌で覚えたためである。  

 アルカ独特のアプリオリの語法を獲得してしまえば、比喩語義を拡張してもユーザーは

迷うことなくアルカの語法を使い続けることができるのである。  

 

●語法制作の手順  

 

 アルカは符牒言語としての広義の国際補助語に端を発し、芸術言語に落ち着いた。  

 その過程で語法も漂白から脱漂白の流れに移行した。  

 

 では芸術言語を作る場合、最初から脱漂白しておけばよいのだろうか。私はそうは思わ

ない。  

 特にアプリオリで語法を組む場合、最初に漂白しておかなければ、恐らく作者の母語や

習得した言語の語法をそのまま踏襲してしまう恐れがある。  

 アポステリオリならそれでもまぁよいのだが、アプリオリだとわりと致命的である。  

 そこで一旦漂白作業をしておいて、そこから最大公約数の語義に比喩語義などの拡張語

義を追加していくのが上等なやり方といえよう。  

 

●世界の現実  

 

 このような人工言語の語法論を頭の中に入れ、体に染み込ませているのは、地球広しと

いえど我々アルカとその影響下の言語だけである。  

 アメリカで有名な人工言語制作者のマーク＝ローゼンフェルダーは、自身の言語が別の

惑星の言語であるにもかかわらず、語彙がアポステリオリで地球のものになっているとい

うご都合主義を採っている。  
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 初心者でもすぐにご都合主義だと気付きやすい語彙に関してすら彼はこの体たらくなの

だから、語法などに気が回るはずもない。同様に、欧米の他の論客もここまで語法につい

て経験し考察してはいない。  

 あなたは奇しくも世界中で最も先んじた、恐らく数十年から数百年未来の人工言語界の

常識を今読んでいるのである。  

 

 せいぜい世の中の人工言語屋は「単語が西洋語に偏重していては不公平だから」などと

言って、アプリオリな最小限の語彙数を持った工学言語を作るか、世界中の様々な言語か

ら語彙を取り入れた国際補助語を作るかといった程度の貧弱な発想しか持たない。  

 さらにもっと下らないレベルでいえば、SVOだとかSOVだとか、あるいはNAだとか

ANだとか、そういった語順のような基本的すぎる、ピアノのハノンレベルの問題でくだ

を巻いているだけである。  

 

 私に言わせれば、語彙だ語順だといったレベルで言い争っているようではまだまだ浅い。  

その言語を実用していない、作り込んでいないのがバレバレである。  

 

 語法だコロケーションだといった細部に目が行くようになると、ようやっと人工言語屋

として上流である。  

 ところが欧米にも日中韓にもそのレベルに達している人間がおらず、それどころかその

レベルの存在自体に気付いていない、山の高みが分からない人間ばかりが跋扈している。  

 それが現実である。そして私はその情けない現実を変えたいと思っている。そうしてこ

の記事を執筆した。本音を言えば、国語の教科書に載せたいくらい啓蒙性の強い文書だと

考えている。  

 

●人工言語の出来を評価する方法  

 

 人工言語の作り込みを評価する方法はいくつかある。  

 例えば辞書の語彙数と一語当たりにかけた時間の積算。語彙数が少なければ労力が少な

いし、一語当たりの記述量や考察量が少なくても労力が少なく、そのような言語は粗製乱

造でしかない。  
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 単語数だけ無駄に多くて一語当たりの考察や記述が足りない言語は作り込みが足りない。

作り込みは語彙数と一語当たりにかけた労力の積算で求められるものだからである。  

 

 このように語彙の作り込みで言語の作り込みを計るのはすぐ思いつくが、意外と思いつ

かないのが語法である。  

 語法をきちんと設定しているか。漂白作業の後に拡張語義を追加しているか。基本語を

数十個でもさらってこの点を評価すれば、その言語がどれだけ作り込まれているか分かる。  

 さらにその作業が行われていれば、その言語は複数の異なる母語話者の間で実用された

実績を持つことも推定される。  

 ただし、もしこの記事を読んだ人間であれば、複数の異なる母語話者の間で実用された

実績を作らずとも語法を作り込むことができるので、その言語が複数の異なる母語話者の

間で実用された実績があるかは推定できない。  

 

●神話の中の語法  

 

 ここからは非現実的なファンタジックな話。お勉強ではない。  

 異世界の神話の中で、アルカの語法はどのような扱いを受けているのだろうか。  

 下記に語法の起源について述べた文章を挙げた。  

 

 アルカは語法に重きを置く言語だけあって、神話の早い時点で既に語法について言及し

ている。  

 それほどまでに人工言語にとって語法というのは重要ということである。  

 

 なお、これはあくまで神話なので、エーステ理論というファンタジックな解釈を持ち出

している。  

 神話上で地球の言語学をしているわけではない。その点には注意されたい。  

 

 ちなみに、下記程度の文章さえも訳すことのできない人工言語が多すぎるのも問題であ

る。  
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 というより、人工言語の99%は下記の文章が訳せない。そこまでの語彙がなく、文法も

確立しておらず、語法も文化も設定されていない。  

 まったくゆゆしき事態である。  
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−エーステ理論   

 

 彼らはある物質や概念が持つ本来的な名前を聞く能力を持っていた。エルトはエルトと

いう名を定められるべく生まれた存在で、サールも然りである。ゆえに彼らは相手に自分

の名を言われた際、それが確からしいと感じた。   

 これをエーステ理論という。エーステ理論では、あらゆる概念は固有の信号を持つ。そ

の信号は0と1の集積であるが、音声や光の波長などに規則的に変換することができる。   

 例えば手を丸めて拳を作る。そして手首を含まずこの拳部分だけを指す概念の信号を得

て、その信号を音声変換すると[baog]のようになる。正確にはその音声は[baog]ではない。

人間が舌や口腔や肺臓を使って近似的に表現した音声が[baog]だというだけの話である。   

 エルトとサールは自分たちの身体が表現できるあらゆる音声を、30個の音韻に押し込め

た。その30個の音韻とは、後のアルカの音韻にS, Z, H, Lを足した29音と、そこにシュワ

ーを加えたものに等しい。   

 この音韻を使うと、拳を表す信号は/baog/と表現することができる。こうして神々は概念

が発する固有の信号を音韻に変化し、語彙を膨らませていった。   

 

 彼らは物だけでなく概念や行為や状態の名前も知っていた。例えば愛するという行為は

tiiaという名前を持っていることを知っていた。   

 上下のような形のない概念や、大きいのような形のない状態についても適切な名前を知

ることができた。こういった概念の名前を彼らはエーステと呼んだ（名詞以外の獲得）。   

 

−語法の起源   

 

 なお、拳に手首を加えると途端にその概念はbaogからかけ離れた信号を発するようにな

る。   

 愛するという行為も語法が変化するとエーステが変化してしまう。エーステは少しのこ

とで変化しやすい。   
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 例えば水のことはエーステで eriaというが、これは0度のH2Oのことであり、泥が入っ

たり不純物が入ったり気体になったり液体になったり温度が変わったりするとエーステが

途端に変わってしまう。   

 これではエルトとサールが日常生活をしていて目にする水は全て異なったエーステで呼

ばねばならない。このような言語は不便であると彼らは感じた。   

 そこで彼らは eriaの温度や多少入った泥などの不純物を気にせず、すべて共通してこれ

らを eriaと呼ぶことにした。つまり特定のエーステで他のエーステを代表させることとし

た。つまり一般的に水だと思われるものをすべてeriaと呼んだわけである。   

 このとき初めて語法の概念が生まれた。eriaは少し泥の入った水と真水の両方を指し、

水とお湯の両方も指す。しかしワインや果汁は eriaではなく、eriaとは弁別される。つま

り eriaが何を指して何を指さないかという語法が生まれたわけである。   

 あらゆる概念をエーステで表現すれば語法は不必要であるが、単語に意味の範囲を与え

たことで語法が発生した。   

 

-eestemiir 

 

 luus til envi len ser est xano le tul o jip alxa til. elt et xal le til est del elt xanol kok saal. 

alson luus nak estfit t'ole et daz im estik yu ole. 

 el ku tu et eestemiir. xalt eestemiir, il jip til tex enta. tu tex et lad kon 0 o 1. el miyu 

sen tu tex a fo az far wen haas zettel. 

 re lad baog vol bik las. jip del tu vaik tixen tank til xe tex, see el xim sen fo del [baog] 

ol miyu tu tex a fo. kils, tu fo de [baog]. tio, fo yut lan le til vesn, kuojim, sapm wen et 

myul a fo del [baog] da. 

 elt o saal aajik 30 lim it il feet le nosse foz sen kon main nossel. tuus 30 lim et lim t'arka 

le luna sil seta, fok lim del S, Z, H, L, alfok q del seetvesto. 

 el volt sen tex l'eks baog lex /baog/ kon tuus lim. yan kon tuus lim, mirok sein soror ilvet 

vol miyund tex enta le jip alxa til a xe lim sein. 

 

 luus ser est xano t'en tul hot tet jip, sool, kook tan. ova luus ser sool del tiials til est xano 

del "tiia". 
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 luus ser est daz on jip le si mo ovaen xtar, fok kook le si mo ovaen kai. luus anx tuus est 

lex eeste. (xim t'en asa) 

 

-moms e vetyolom 

 

 ol el kav em tank a baog, im tu foni, tu jip til em tex l'et enk tinka xalt /baog/. 

 sool del tiials tan til em eeste enk ol tu sool til em vetyolom enk. eeste et dimiyu. tu em 

sen miyu sofel. 

 

 ova, eeste t'er et "eria". tu eeste eks A2Z le til gol 0. tu eeste em sen miyu sofel. ol er 

til bet ul robitul, ul ol tu et sap az esi, alul saf tuul ik miyu, son eeste tuul ik miyu kon 

foni. 

 hayu elt o saal anx fal il er le luus ins fol ikn skol kon eeste enk. ya, ko eeste taten ko pit 

t'er. hayu luus nak gaato eld et eno vart xalt ikn skol. 

 son luus jalik nosse anx van er dipit lex "eria" kont sek saf t'er, robitul poten er ovaen 

bet kalo. alfi, luus japik xe eeste lex eelet t'eeste alt sein. alalfi, luus jalik nosse anx van les 

et kuyu er lex "eria" da. 

 see im tu foni, jip del vetyolom fiasik. "eria" eks er le til bet kalo kont eks er le til 

yuu. fok tu eks xiria ont axer. tal rei ont ane de "eria". tuus et velx it "eria". alfi, im 

tu, vetyolom del eria eks to fok tu en eks to fiasik da. 

 el bas vetyolom ol volt il jip kon fe eeste. tal eld luutes ximik vetyolom im foni del nosse 

fitik lot t'eks a vet. 


